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力の限り
そ―れノ

|‐三地区子 ども会主催に よる地引

き網体験が、 9月 19日 イ予オDオ し、 参力日

した子 どもたちは歓声を上けなが ら

引 き上けた網か ら魚 をとりはす して

いました .

とりたての魚はその場で試食され

子どもたちは楽しい一日を過ごして
いましたっ

▲地引き網を手繰る参加者たち

▲大漁・大漁
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九
月
十
二
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
敬
老
会

が
開
催
さ
れ
、
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
二
百
人
が
参
加
し
、

お
互
い
の
健
康
や
長
寿
を
喜
び
あ
い
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

《顕
彰
状
受
賞
者
》

三  藤  櫛
和  田  引
ヒ  リ

（各
地
区
奉
仕
団
に
よ
る
芸
能
発
表
）
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さ|

ん
に
白

雨 寿 |

市
浦
村
長
寿
番
付
東
正
横
綱

・
藤

田
は
つ
さ
ん

一
磯
松

一
が
二
の
た
び

白
好
を
迎
え
た
二
と
に
あ
た
り
、
郵

政
大
臣
か
ら
の

「
お
祝
状
」
が
、
三

郵
政
大
臣
か
ら
の

「
お
祝
状

・
が

自
寿
と
は
思
え
な

い
元
気
な
声
で
喜

三
和
孝
徳
市
浦
郵
便
局
長
は
、
「
白

(3)広報ιチ4多

気
さ

と
藤

方東
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雨
の
中

本
無
岳
を
踏
破

第
九
回
親
子
登
山
の
集

い

人
が
山
贖
か
ら
力
す
は

つ
―
・
ｔ．
叱
望

こ
れ
は
子
ゴ
も
た
ち
に
必
要
な
社

会
体
験
、
自
然
体
験
を
通
し
´
、、
感

性
や
た
く
ま
し
さ
を
育
て
る
ヒ
ヒ
も

や
森
林
、
林
業
の
大
切
な
役
割
を
学

二
の
日
は
、
大
田
小
学
校
前
で
、

登
山
上
の
注
意
や

コ
ー
ス
の
説
明
が

で
移
動
¨
登
山
口
に
着
く
と
小
雨
が

降
り
だ
し
、
開
催
が
あ
や
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
参
加
者
か
ら

「
行
け
る
所

ま
で
進
ん
で
み
よ

つ
」
ヒ
声
が
あ
り

し
か
し
、
参
加
者
全
員
が
お
互

い
励

山
順
で
は
、
雨
も
Ｌ
が
り
、
時
折
占

三
湖
、
も
や
山
、
権
現
崎
な
ど
の
す

ば
ら
し

い
眺
め
に
参
加
者
全
員
が
満

大
人
が
必
死
に
子
ど
も
の
手
を
引
き

協
力
し
あ

い
、
無
事
登
山
口
に
到
着

原
駄
ま
う
り
　
市
浦
牛
や
し
Ｌ
■
　
，も

や
焼
、
市
浦
走

力
‐

マ
ト
や
か
は
れ

´
等
力
市
浦
付

力
特
産
品
の
特
別
販

売
や
相
内
の
虫
送
り
、
卜
三
カ
砂
山

な
ど
の
郷
上
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し

天
に
恵
ま
れ
、
道

の
駅
は
人
勢
の
観

光
客
で
、
路
上
駐
卓
が
で
る
ほ
ど
に

ぎ
わ

い
を
見
せ
、
鎌
田
幸
男
さ
ん
の

り
か
抜
露
さ
れ
る
な
ど
、
訪
れ
た
観

光
客
を
魅
了
Ｌ
て
い
ま
し
た
「

鴨  ′F瑯 F■ ■今|  ヽ,"

地
域
農
業
の

将
来
展
望
を

拓

こ

う

―

第
十

九
回
北

五
地

区

農

業
委
員
大
会

―

市
浦
村

で
開
催

■
〓　
一，
第
一
ｔ
回
北
ｉ
地
区
費

ル
．
´
ク
　
‐
を
会
場
二
開
か
れ
二
Ｌ

一回
十
三
湖
高
原
駅
ま
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に
つ
い
て
話
―
・合

い
か
持
た
れ
　
，尚

案
内
所
な
ゴ
か
必
要
で
は
な

い
か

・

瀬
―――
さ

＾
か

』
は
、
―
三
湊
遺
跡
う

発
掘
現
場
は
そ
力
ま
ま
め
状
況
で

保
作
―
・へ
し
´
おヽ
＜
必
要
が
あ
る

「

練

習

力

成

果

を

充

分

に

発

揮

す

る

二 運
動
会

―
ア
ト

ム
保

育

園
―

一奈良彩
未
さ
ん
の
作
品
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サ
イ
ギ

・
サ
イ
ギ

…

脇
元
岩
本
山
神
社
大
祭

今
年
で
十
回
目
と
な
る
友
好
町
村

高
齢
者

か
れ
あ

い
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
九
月
二
日
山
村
広
場
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
で
開
か
れ
上
ノ
回
町
選

手
二
十
五
名
、
市
浦
村
選
手
三
十
名

の
選
手
が
参
加
し
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ん
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
．

光
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
が

「
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
充
分
発
揮
し
て
下

さ

い
」
と
選
手
を
激
励
、
昨
年
優
勝

の
上
ノ
ロ
町
チ
ー
ム
か
ら
優
勝
杯
返

還
の
あ
と
早
速
競
技
に
入
り
ま
し
た
．

競
技
終
了
後
は
、
昼
食
を
と
り
な

が

ら
交
流
を
深
め
、
お
互

い
の
ブ
レ

な
お
講
習
を
受
け
た
生
徒
全
員
に

救
命
技
能
を
有
す
る
こ
と
を
認
証
す

る

「
普
通
救
命
講
習
会
終
了
証
」
が
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9月 28日 、桂川集落より約 4 km程 山に

入った通称「アイハギ林道」において熊の

ものと思われる糞が発見されました.

これからはキノコ採 りの季節でもあり、

山に入る時には「鈴 0ラ ジオ等」を身につ

け十分注意して下さい.

なお、日撃情報については下記に連絡し

て下さいゥ

★市浦村役場経済観光課

0173-62-2111
(内 線 27・ 28)

☆金木警察署相内駐在所

0173-62-2219
☆金木警察署 0173-53-2117
★津軽森林管理署市浦事務所

0173-62-2121

レ

三
ヶ
月

間

運

行

さ

れ

た

や
ま
な

み
バ
ス

安
藤
の
里
め
ぐ
リ
バ
ス
ツ
ア
ー
は

七
月
二
十
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で

バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
十
二
湊
遺
跡
特

別
展
の
参
観
や
発
掘
現
場
の
見
学
な

ど

「
十
三
湊
遺
跡
」
を
メ
ー

′
と
し

て
コ
ー
ス
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
な

ま
た
、
ツ
ア
ー
案
内
役
を
務
め
る

加
者
か
ら
は
、
「
安
藤
の
里
め

て
有
意
義
だ

っ
た

」

「
ツ
ア

ー
の
皆
さ
え
方
が
大
変
親
切

で

′し、
温
ま
る
お
も
て
な
Ｌ
を

の
意
気
込
み
を
感
じ
る
」
な

ど
の
お
礼
や
感
謝
の
気
持
ち

を

つ
つ
っ
た
手
紙
か
届
く
な

ど
、
盛
況
の
つ
ち
終
了
し
ま

安
藤
の
里
め
ぐ
リ
バ
ス
ツ
ア
ー
盛
況
の
う
ち
終
了

●月別乗客数

●曜日別乗客数

や
ま
な
み
バ
ス
今
年
度
の
運
行
終●前年度との比較

平 成 10年度 実 績



鷹ι夕ろ (s)

市
浦
村
議
会
フ
ラ
ン
ス

視
察
研
修
報
告

◎

『
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
」
に
関
す
る

事
前
研
修
に
つ
い
て

研
修
の
最
大
の
目
王
で
も
あ
る
、

昨
年
十

一
月
二
十
日
に
千
葉
県
勝
浦

市
に
あ
る

「
テ
ル
ム
マ
ラ
ン

・
パ
シ

フ
ィ
ー
ク
』
の
野
田
史
取
締
役
と
宮

地
正
典
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
講
師
に
事
前
研
修
を
実
施
し
、
研

‘

修
に
備
え
ま
し
た
。

宮
地

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、　
一
行
が

視
察
す
る

『
テ
ル
ム
マ
ラ

ン
・
サ

ン
・

マ
ロ
』
で
研
修
を
し
て
お
り
、
祝
察

先
を
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使

っ
て
、
詳
細
に
説

明
を
し
て
戴
き
ま
し
た
。

「
テ
ル
ム
マ
ラ
ン
・
サ
ン
・
マ
ロ
』

は
、
英
仏
海
峡
に
面
す
る
人
口
六
万

人
の
地
方
都
市
で
、
海
の
千
潮
と
満

潮
の
差
が
大
き

い
、
地
形
的
な
特
徴

を
活
か
し
、
施
設
の
建
設
が
さ
れ
て

お
り
、
海
水
を
加
熱
処
理
し
て
利
用

十

一
月
二
十
九
日

（
日
）
、　
一
行

は
成
田
空
港
を
飛
び
立
ち
、
パ
リ
の

ン
ャ
ル
ル

・
ド
ゴ
ー
ル
空
港

へ
と
向

約
十
二
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
夕
刻

パ
リ
郊
外
の

ン
ャ
ル
ル

・
ド
ゴ
ー
ル

空
港

へ
到
着
、　
一
行
は
足
取
り
も
軽

く
、
ト
ラ
ブ

ル
無
く
入
国
手
続
き
を

完
了
し
、
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

十

一
月
二
十
日

（月
）
午
前
五
時

四
十
五
分
の
モ
ー

ニ
ン
グ

・
コ
ー
ル

か
ら
は
し
ま
り
、
パ
リ
は
、
緯
度
が

樺
太
と
同
し
く
ら

い
で
、
夜
が
明
け

る
の
が
午
前
八
時
す
ぎ
で
す
。

一
行
は
、
朝
食
を
済
ま
せ
、
Ｔ
Ｃ

Ｖ

（
フ
ラ
ン
ス
の
新
幹
線
）
で
、
レ

ン
ヌ
に
向
か
う
た
め
、
午
前
七
時
十

五
分
ホ
テ
ル
を
出
発
し
ま
し
た
。

夜
明
け
ま
で
未
だ

一
時
間
ほ
ど
あ

る
の
で
、
外
は
真

っ
暗
で
し
た
。

◎
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
と
サ
ン

・
マ

ロ
市こ
こ
で
、
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
地
方
と

紹
介
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
地
方
は
、
漁
業

・

酪
農

・
果
樹
等
が
盛
ん
で
、
り
ん
ご

ブ
ド
ウ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ビ
ー
ト

の
作
付
け
が
多

い
と
こ
ろ
で
す
。

代
表
的
な
食
べ
物
に
ク
レ
ー
プ
が

あ
り
、
飲
み
物
と
し
て
ワ
イ
ン
よ
り

も
リ
ン
ゴ
を
原
料
と
し
た
、
シ
ー
ド

ル

（
ア
ル
コ
ー
ル
度
四
％
）
が
あ
り

湾
に
突
き
出
た
旧
市
街
地
を
、
花
商

岩
の
城
壁
が
囲
ん
で
い
ま
す
。

旧
市
街
地
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

で
ド
イ
ツ
軍
の
爆
撃
を
受
け
、
破
壊

さ
れ
た
が
、
戦
後
建
物
等
が
復

死
さ

サ

ン

・
マ
ロ
は
、
海
の
荒
く
れ
男

工
の
出
身
地
と
し
て
有
名
で
す
。

ま
た
、
十
六
、
十
七
世
紀
に
は
、

国
王
か
ら
海
賊
行
為
を
認
可
さ
れ
た
、

私
椋
船

『
コ
ル
セ
ー
ル
』
の
港
と
し

て
、
フ
ラ

ン
ス
最
大
の
繁
栄
を
誇

っ

海
は
、
南
フ
ラ

ン
ス
の
コ
ー
ト

・

ダ
ジ
ュ
ー
ル

（紺
碧
海
岸

）
と
対
照

（
エ
メ
ラ
ル
ド
海
岸
）
と
称
さ
れ
て

◎

『
テ
ル
ム
了
フ
ン
・
サ
ン
・
マ
ロ
』

で
は
、
輸
出

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
エ
マ

ヌ
エ
ル

・
ロ
ー
さ
ん
が
、
説
明
の
た

め
待

っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

早
速
、
昼
食
を
取
り
な
が
ら

ロ
ー

さ
ん
に
よ
る
概
要
説
明
に
入
り
ま
し

-430‐
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ピ
ー
が
こ
の
街
の
商
業
活
動
に
対
す

　

　

日
が
終
わ
り
ま
し
た
。

る
影
響
力
の
大
き
さ
が
推
測
さ
れ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責

参
加
し
た
議
員
か
ら
、
多
く
の
質

問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
ロ
ー
さ

ん
は
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
が
、

通
訳
を
介
し
て
の
や
り
取
り
な
の
で
、

時
間
が
か
か
り
、
と
う
と
う
夕
食
会

の
時
間
と
い
う
こ
と
で
、
質
疑
の
時

間
を
終
わ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

会
議
室
か
ら
、
直
ち
に
階
下
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
場
所
を
移
し
、

「
テ
ル

ム
マ
ラ
ン
』
社
長
セ
ル
ジ
ュ
・
ロ
ー

タ
食
会
の
冒
頭
に
浜
田
議
長
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
ロ
ー

リ
ッ
ク
社
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

浜
田
議
長
か
ら
日
本

（市
浦
村
）

か
ら
持
参
し
た
、
記
念
品
を
ロ
ー
リ

ッ
ク
社
長
に
手
渡
し
、
固
い
握
手
を

第
百
十
四
回
全
国
商
工
会
珠
算
検

定
試
験
が
九
月
十
六
日
、
村
内
各
小

学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
験
者
数
二
十
名
で
合
格
者
は
次
の

▼
二
級
石
岡
剛
宗

⌒辻
分
珠
算
塾
）

▼
三
級
渡
辺
亜
梨
沙

（辻
分
珠
算
塾
）

越
谷
め
ぐ
み

（浦
田
塾
）

▼
四
級
若
山
知
裕

⌒浦
田
塾
）

▼
五
級
新
岡
歩
美

（浦
田
塾
）

▼
八
級
平
野
美
晴

（辻
分
珠
算
塾
）

竹
谷
沙
希
子

（辻
分
珠
算
塾
）

中
井
亮

（浦
田
塾
）

▼
九
級
中
井
怜

（浦
田
塾
）

新
岡
詳
久

（浦
田
塾
）

武
田
美
穂

（浦
田
塾
）

歓
談
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
予

定
の
時
間
ダ
リ
ギ
リ
ま
で
続
き

ま
し

力
の
言
葉
が
あ
り
、
研
修
視
察
団

一

同
、
心
強
く
感
し

ロ
ー
リ

“
ク
社
長

に
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
、
多
忙
な

一
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平成11年度関東地区「ふるさと市浦会」総会・交流会

1。 日時 平成‖年11月 27日田 18:00～  r
2.場所 品川プリンスホテル 19階 鎌倉

市浦村からの関東地区「ふるさと市浦会」総会・交流会参加者を募集いたします。

今年はH月 25日 バスで出発し、今市浦村で予定しているタラソテラピー施設と同様な施設である、千葉県

勝浦市にあるテルムマラン・パシラィークでのタラソ体験コースと、昨年どおりの前日 (26日 ｀夜出発、活

彩あおもリドームフェア参加後、総会、交流会コースの2コ ースで募集いたします。

募集人員は各コース共22名 で、参加者多数の場合抽選となります。

○各コースの参加料金は一

Aコ ース タラソ体験 ド=ム フェアコース  30,000円

Bコ ース ドームフェアコTス        20,000円  |
※11月 27日 品川プリンスに宿泊されない方は、Aコ ース・ Bコ ース共10,000円引きとなりますこ

○参加申し込みと詳細についてのお問い合わせ 企画財政課 62-2111(内 線18。 19)ま で

『秋
の
火
災
予
防
運
動
』

盆誂
一
福憬
〓順　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
ド
“
呻
‘ま‐こ一
一
『̈
チ
ゃ
ラ
イ
タ

「
あ
ぶ
な
い
よ

（
Ｙ
⊂
り
（
ｂ
っ
六
だ
に

一
‐′在
准
）
人
」
　
　
　
ェｒ
」
』
麟
曜
口
れ
」
ヽ
使
い
、
た

一
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す

い
も

二
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

三

、

天

ふ

ら
を

揚

げ

る

と

き

は

、

そ

の

場

を

離

れ

な

い
ロ

七
、
ス
ト
ー
プ
に
は
、
燃
え
や
す

い

団
Ｈ
閉
一剛
酬
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介護保険シリーズ①

介護保険の利用には

申請がlll要 です
●介護サービスを受けるまでの手続きと流れ●

◎40歳以上のこんな人が申請できます

1 -定 期間 i虫続 して、身 した くや掃除・洗濯・買い物等 といった身の回 りの 二とができず、日常 7「 活において
支障か 1)る ■l能性の 人 ,

(こ うした1大態 を「要支援状態」 といいます |

身体や精神に障害があるために、入浴・排せつ・食事等とい った日常生活での基本動作か一定の期間に継続

て、常に介護が必要となる可能性の人,

1二 うした状態を「要介護状態」 といいます )

3 たた し、40歳か ら64歳 までの人は、 と化に よる病気である二とが条件 とされています

①筋萎縮rl側 索硬化症、②後縦靭帯骨化症、③骨折を伴う骨粗転症、④ジ|ィ ・ドレーガT症候群、⑤初老期における
痴果、⑥脊髄小脳変性症、①脊柱管狭窄症t③早老症、⑨糖尿病性神経障害・糖尿病性腎症及び糖尿病性網膜症、⑪脳
血管疾患、③パーキンソン病、⑫閉塞性動脈硬化症、⑬崚性関節リウマチ、⑭慢性閉塞性飾疾患、⑮両側の膝関節また
はllrR関 節に著しい変形を伴う変形性関節症



聴輌夢警Tヤ「

年末調整説明会が

開催されます

る方のうち、第 5項症以下の障

かつ、本年 10月 1日 において豊

広
"ιり4多  Oa

ひとりで悩んでいませんか

(相談無料)

平
成
十

一
年
市
浦
村
議
会
第
二
回

定
例
会
は
、
九
月
十
二
日
か
ら
十
七

日
ま
で
開
か
れ
、
次
の
こ
と
が
審
議

◎
予
算
関
係

市
浦
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

二
号
）

（第
二
号
）
は
二
億
九
千
八

百
四
十
五
万
五
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
二
十
二
億
三
千
四
百
八
十

追
加
さ
れ
た
主
な
事
業

市
浦
村
健
康
増
進
施
設

（タ
ラ
ツ
テ

ラ
ピ
ー
）
整
備
事
業

活
彩
あ
お
も
り
大
祭
典
参
加
費

十
三
地
区
公
共
施
設
排
水
設
備
工
事

旧
相
内
保
育
所
解
体
撤
去
費

◎
決
算
関
係

平
成
十
年
度
市
浦
村

一
般
会
計
決

算
の
認
定
他
七
件

◎
条
例
、
規
約
関
係

市
浦
村
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
手

数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
他

一
件

◎
請
願
書
、
陳
情
書
　
四
件

◎
発
議
案
　
五
件

一
般
質
問
は
三
和
均
議
員
と
、
蔦

西
敬
太
郎
議
員
が
行
い
次
の
こ
と
に

三
和
均
議
員

①
市
浦
村
の
農
業
の
今
後
の
方
向
と

課
題
に
つ
い
て

一
、
農
業
生
産
組
織
へ
の
支
援
体
制

二
、
生
産
基
盤
の
確
立
と
整
備
に
つ

②
む
わヽ
お
こ
し
に
つ
い
て

一
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
に
つ
い

二
、
村
内
各
施
設
の
有
効
利
用
に
つ

③
村
民
健
康
施
設

（海
水
温
泉
）
に

葛
西
敬
太
郎
議
員

①
統
合
小
学
校
問
題
に
つ
い
て

一
、
統
合
小
学
校
の
計
画
に
つ
い
て

-431
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情報をあ寄せ<ださい

あ し ら世
役場の電話は62-2111

‖月 2日
(火 )

‖月 3日

俊花の日)
間
催

２
開

書森凛交通対策協議蜃
県内の交通事故概況

市浦村の人口と世帯数  平成1191現在
1前月夫ロ

1相 ●11内
桂 ‐■

"|

◎露草斎苑 (a62-2110)平 面図



来
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「公

的
介
護
保
険
制
度
」
、
皆
さ
ん
の
中

で
も
も
う
す
ぐ
目
の
前
の
こ
と
と
し

て
感
じ
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

今
回
は
、
「現
在
」
も
し
く
は

「今

後
」
の
楽
し
い
老
後
の
為
に

『痴
呆

（
ポ
ケ
）
」
を
ど
う
し
た
ら
予
防
で

き
る
か
お
話
し
し
ま
す
。

◆
四
人
に

一
人
の

『痴
暴
症
』

当
村
の
六
十
五
歳
以
上
の
割
合
は

二
四

・
五
％
で
、
そ
の
内
現
在
家
に

居
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
し
て
い
る
、

も
し
く
は
そ
の
必
要
が
あ
る
人
は
、

約
十

一
％
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
十

一
％

（約
九
十
人
）
の
中
で

何
と
四
人
に

一
人
が

『痴
呆
』
症
状

を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
か
ら
み
る
と
、
自
分
に

と
っ
て
も

『痴
呆
」
と
遠
く
は
な
い

現
状
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

◆

『物
忘
れ
』
は

「痴
暴
』
？

確
か
に
痴
果
の
中
心
症
状
と
な
る

の
は
、

「物
忘
れ
」
で
す
。
し
か
し

「物
忘
れ
」
は
、
年
齢
に
伴
っ
て
現

れ
る
シ
ワ
や
腰
の
痛
み
と
同
じ
で
当

た
り
前
の
変
化
で
も
あ
り
ま
す
。

「物
忘
れ
」
で
も
、
日
常
生
活
ヘ

の
支
障
を
き
た
す
場
合
が

『痴
呆
」

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆

『痴
暴
』
予
防
の
た
め
に

‥

『痴
呆
の
一
番
の
予
防
」
と
は
何

で
し
よ
う
か
，

ま
ず
、
第

一
に

◎

「体
が
健
康
で
あ
る
こ
と
」
と
い

一
般
的
に
高
血
圧
症

。
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
血
症

・
糖
尿
病
は
、
い
ず

れ
も

「血
管
」
が
固
く
な
っ
て
い
く

病
気
で
す
。

「血
管
が
固
く
な
る
」

「
↓
脳 「鰤
レ
ゎ
肇
御
ゆ
輔
〓
』

「 る計
Ｈ

る
」
と
い
う
よ
う
な
形
が
進
む
た
め
、

一
番
基
本
的
な
予
防
が
、

「早
期
発

見
」
と

「定
期
的
受
診
」
と
い
え
ま

す
。第
二
に

◎

「何
事
に
も
、
積
極
的
な
姿
勢
で

興
味
を
持
っ
て
楽
し
む
心
を
も
つ
こ

や
は
り
、
家
の
中
に
開
し
こ
も
り

が
ち
で
、

「家
の
外
」
と
接
す
る
機

会
が
少
な
い
場
合
は
、
脳
へ
の
刺
激

が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
等
の
受
け
身
の
態
勢
で
は

な
く
、
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
外
に

遊
び
に
出
る
こ
と
、
友
人
を
持
つ
こ

と
、
若
い
世
代
の
人
達
と
交
流
を
持

つ
こ
と
が
脳
細
胞
へ
の
よ
い
刺
激
と

な
る
と
い
え
ま
す
。

▼
お
誕
生優

（脇
　
一π
）

玲
　
那

⌒千
　
葉
）

弘
　
幸

⌒磯
　
松
）

美
智
子

⌒五
所
川
原
）

宏
　
幸

（黒
　
石
）

美
香
子

（磯
　
松
）

▼
お
＜
や
み

葛
　
西
　
ま
さ
子

（脇
　
元
）
７５
歳

〓
一　
和
　
イ
　
サ

（相
　
内
）
７８
歳

広
報
し
う
ら
九
月
号

「
お
誕

生
』
欄
で
、
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

○
　
黒
川
美み
置

⌒―州
劇
「
馴
刑

↑

①
　
黒
川
寿
漱

（‐馴
刑
「
剋
劇

◎
聰
Ｏ
Ｏ

津
軽
半
島
中
山
山
脈
に
は
、
熊
が

い
な
い
と
い
う
説
が
覆
さ
れ
た
の
で

九
月
二
十
八
日
、
桂
川
地
区
通
称

「
ア
イ
パ
ギ
林
道
」
で
熊
の
糞
ら
し

き
も
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

山
歩
き
や
山
菜
採
り
が
好
き
な
人

に
と
っ
て
、
山
に
熊
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
迷

惑
な
話
で
あ
り
、
山
に
入
る
に
も
気

が
引
け
る
。

こ
れ
か
ら
キ
ノ
コ
採
リ
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
、
山
に
入
る
人
が
多
く
な
り

⌒仮
に
熊
が
い
た
と
し
て
‥
）

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
山

に
入
る
時
は
な
る
べ
く
複
数
で
入
り
、

鈴
、
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
鳴
ら
し
て
歩

く
な
ど
未
然
に
熊
の
事
故
を
防
ぎ
た

い
も
の
で
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
入
山
す
る
時
は
、

充
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
⌒三
不
）

爾 諭 維
濱 奈 有 成 澤 工

層璽軍薄彗欝褒
こ●COO●

健康老人
       したもの

健康老人     痴果性老人

:議
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鬱漂:[1:聾I艦譲奮雪蓋:喜1募II

:::::::i:::::   i[:::::i:::::


